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　盛夏の日差しを感ずる今日この頃、いかがお過ごしで
しょうか。今月の「研修医だより」を担当いたします、初
期研修医2年目の大國典子です。どうぞよろしくお願い
します。

　初めに自己紹介を申し上げます。私は島根県松江市に
生まれ、高校卒業まで同市で生活しておりました。出雲
市の島根大学医学部を卒業し、昨年の春よりはじめて
浜田市へ移住しこの浜田医療センターで初期臨床研修
医として勤務しております。もともとはインドア派でし
たが、浜田に来てからは明るい日差しに誘われてドラ
イブにくりだすようになりました。週末のたびに海へ山
へと出かけておりますが、景勝地はもちろんのことど
こへ行くともなく車を走らせた先にも心打たれる景色
があり、佳景を見つけるたびに一人感慨にふけってお
ります。

　さて、私が日々の業務の中で楽しみにしていることが
あります、それは患者さんの普段の生活のお話を聞くこ
とです。病気の症状や経過はもちろんのこと、普段どん
な事をして過ごしているのか、どんな場所に住んでいる
のか、どんなものを食べていて好物はなんなのか、お子
さんのこと、お孫さんのこと、畑の草刈りのこと、お家
の床のこと、いろいろなお話をします。診断・治療や退
院へむけての目標を決めるためにと聞き始めるのです
が、ついつい話を広げて根掘り葉掘り尋ねてしまいます。
きっと「どうしてこんな事を聞くんだろう」と思われてい

るに違いないのですが、幸いなことに優しい患者さんば
かりで皆さん快くお話してくださいます。

　私は医者という肩書はあるものの、まだ社会人2年目
で交友関係も狭ければ社会経験もほとんどありません。
自分以外の人がどんな生活をしているか、はたらきは
じめるまで想像したこともなかったのです。しかし、生
活環境聴取としてお話を聞くようになってから自身の
見識の狭さを思い知りました。ひとりひとりの患者さん
にそれぞれ異なった生活と生き方があり、そして医療
とはその人の生き方に寄り添うべきものだと思うよう
になりました。今日も患者さんがお話してくださる生活
のひとつひとつが私の目を開かせてくれます。皆さんど
うかこれからも私の小さな質問に付き合っていただけ
れば幸いです。

　今年からは初期研修2年目に突入し、医師としての生
活はますます充実したものとなっております。前年は右
も左もわからず周りの皆さんに頼るばかりでしたが、
最近は少しずつ一人の臨床医としての意見を求められ
るようになりました。今年入った後輩の研修医からも鋭
い質問を投げかけられることがあり、日々の研鑽に力
が入ります。
　皆さんのお役に立て
るよう、より一層努力
して参りますのでこれ
からもよろしくおねが
いします。
　暑い日が続きます、
どうぞご自愛ください。
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慢性呼吸器疾患看護認定看護師  大峠  仁美

慢性呼吸器疾患看護認定看護師の役割
　慢性呼吸器疾患は状態が悪くなったり良くなったり
を繰り返しながら、全身状態が次第に悪化していく病
気です。治療により症状が改善し、また楽になったと
思っても、もとの元気な頃の状態に戻ることはありま
せん。
　COPD（慢性閉塞性肺疾患）、喘息、肺線維症などの慢
性呼吸器疾患患者さんの中には、普段生活している中
で「息切れ」を感じることで、思ったように動けなくな
る人もいます。
　このような慢性的な呼吸器の病気を抱えながら自宅
で生活する方々に対し、できるだけ息切れを感じるこ
となく生活できるような方法を患者さんと一緒に考
え、患者さんと家族の悩みや不安な気持ちに寄り添い
ながら、その人らしい生活が送れるよう支援していく
ことが慢性呼吸器疾患看護認定看護師である私の役割
だと考えています。

呼吸サポートチームの一員としても
　私が慢性呼吸器疾患看護認定看護師の資格を取得し
て約3年が経ちました。現在私は、外科病棟で働いてい
ます。慢性呼吸器疾患の患者さんが全身麻酔での手術
を受けると、手術後、傷の痛みや痰の量が増え呼吸がし
づらくなります。そのため、手術後の患者さんが息苦し
さを感じることなく過ごせるよう、痰を出す援助や、楽
に過ごせる体位などをスタッフに指導しています。
　今は主に入院中の患者さんと関わらせていただいて
いますが、今後は、通院治療中の患者さんへの呼吸ケア
を実践したいと考えています。

　また、私は呼吸サポートチームの一員としての活動
も行っています。呼吸サポートチームは、医師、看護師
（診療看護師、集中ケア認定看護師、慢性呼吸器疾患看
護認定看護師）、理学療法士、臨床工学技士などの多職
種で構成されています。人工呼吸器の設定が患者さん
に合っているか、安全に管理されているか、チームで回

診し、安全で効果的な人工呼吸器管理が行えるよう支
援を行っています。

最後に
　私自身まだまだ学ぶことも多く、多職種のみなさん
の助言を参考に活動しています。患者さんの苦痛を少
しでも改善できるよう、患者さんに寄り添いながら呼
吸ケアを行っていきたいと考えています。
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